拶 しなかった の は、 挨拶して は 却って 長 政の 立場が 困 

るだろう との 配慮が あつたの だろう、 と 云われて 居る。 

決して、 浅 井 長 政 を 馬鹿にし たので はなく、 信 長 は 

長 政に 対して は、 これまで にも、 可な り 好 遇して いる。 

だが、 信 長の 越 前 発向 を 聞いて、 一番 腹 を 立てた の 

は、 長 政の 父久 政で ある。 元来、 久政は 長 政 十六 歳の 

とき、 家老 達から 隠居 を すすめられて、 長 政に 家督 を 

譲った 位の 男 故、 あまり 利口で なく、 旧弊で 頑固で あつ 

たに 違いない。 信 長の 違約 を i_ 心って、 こんな 表裏 反覆 

の 信 長の こと だから、 越 前よりの 帰りが けに は、 きつ 

と 此の 小 谷 城へ も 押し寄せて 来る に違いない。 そんな 



敢ュ Si 1 一目 

京都から 岐阜に 帰って 準備 を 整えた 信 長 は、 六月 十 

九日 二 万有 余の 大軍を 催して、 岐阜 を 立ち、 二十 一日 

早く も 浅 井の 本 城なる 小 谷に 迫って 町家 を 焼き払った。 

しかし、 浅 井が 出で て 戦わぬ ので、 引き上げて 姉 川 を 

渡り、 その 左岸に ある 横 山城 を 攻めた。 そして、 横 山 

きた 

城の 北竜ケ 鼻に 陣 して、 家康の 来る を 待った。 六月 二 

十七 日、 家 康約五 千 余騎を 率いて 来援した。 

いくさ 

(家康 に 取っても、 大事な 軍であった。 信 長より 加 



勢 を 乞われて、 家康 の諸将 相談した が、 本 多 平 八郎忠 

勝、 家康に 向って 曰く、 「信 長 公 を 安心の 出来る 味方と 

思って いるか も 知れぬ が、 そうと は 限らない。 折 あら 

ば 殿 を 難儀の 軍な ど させ 戦死 を もな さるよう にェ まぬ 

こと 

とも 限らない。 今度の 御 出陣 殊に 大事で ある」 と。 家 

よろこ 

康 その 忠言 を 欣び、 わざと 多くの 軍勢 を 引きつれず 

に 行った の だ。 出先で 敗れても、 国許が 手薄に ならぬ 

為の 用意であった) 

長 政 も、 越 前に 使 を 派して 朝 倉の 援兵 を 乞うた。 然 

るに、 義景 自ら 出張せ ず、 一 族 孫 三郎景 健に、 約 一 万 

の 兵 を 与えて 来援せ しめた。 



北に 対陣した。 

今 南 軍 即ち 織 田 徳川方の 陣容 を 見る に、 

織 田 信 長 (三十 七 歳) 

—— 二百 四十 余 万 石、 兵数 六 万、 姉 川に 来りし も 

の は、 その 半数 —— 



第 一陣 阪井 政 尚 n 

第二 陣 池 田 信 輝 I 

第三 陣 木 下 秀吉 一 

第四陣 柴田 勝 家 丁 (兵 各 三千) 

よしなり 

第五 陣 森 可成 I 



第六陣 佐 久間信 盛」 

本陣 信 長 (兵 五 千 余) 

横 山城への 抑え 

丹 羽 長秀 (兵 三千) 

氏 家 直 元 (兵 千) 

のりとし 

安藤 範俊 (兵 千) 

徳川家 康 (二十 九 歳) 

—— 六十 余 万 石、 兵数 約 一 万 六 千、 姉 川に 来りし 

もの 約 五 



第 一陣 酒 井 忠次 (兵 千 余) 

ながた だ 

第二 陣 小 笠 原長忠 (兵 千 余) 

第三 陣 石 川 数 正 (兵 千 余) 

本陣 家康 (兵 二 千 余) 

外に 信 長よ リ家康 への 加勢と して 

稲葉 通 朝 (兵 千 余) 

徳川家 康の 部将 中、 酒 井石 川 は 譜代 だが、 小 笠 原 与 

八 郎長忠 だけ は、 そうでない。 小 笠 原 は、 元、 今 川 家 

の 大将で 武功の 勇将で ある。 家康に 従って はいるが、 



もし 家 康が信 長へ 加勢と して 上方に でも 遠征したら、 

あきす かすめと はら 

その 明 巣に 遠 州 を 掠 取らん と 云う 肚 もないで はない。 

家康も その 辺 ちゃんと 心得て いるので、 国に は 置かず、 

一 しょに 連れて来 たわけで ある。 つまり、 まだ 馴れな 

い 猛獣に、 くさり をつ けて 引っぱって 来、 戦争に 使お 

うと 云う ので ある。 それだけの 小 笠 原で あるから、 武 

また 

功の 士 多く、 姉 川に 於ての 働き も 亦 格別であった。 

(『武功 雑記』 に、 「此度 権現 様 小 笠 原 与 八郎を 先手に 

被せ 付けられ 候 。 与八郎 下心に 挾む 所 ありと，. 雖も、 

辞退に 及ばず して、 姉 川に て 先手 致し 勝利 を 得 申し 候。 

其 時節 与八郎 家来 渡 辺 金 太夫、 伊達 与 兵衛、 中 山 是非 



介 働き 殊に 勝れ 候て 三人 共に 権現 様より 御 感状 下され 

候。 渡 辺 金 太夫 は、 感状の 上に 吉 光の 御 腰 物 下され 候 

事 也」 と ある。 この 小 笠 原 は、 小 田 原の 時 亡んだ。 恐 

らく 現在の 小 笠 原 長 幹 伯 は、 その 一族だろう) 

家康 が、 到着した 時、 信 長 は 遠路の 来援 を 謝しな が 

ら、 明日 は どうぞ 弱 からん 方 を 助けて くれと 云った。 

つまり 予備隊に なって くれと 云う わけ だ。 家康 嫌って、 

打ち込み (他と 入り 交っての 意な らん) の 軍 せんこと、 

かきん 

弓矢の 瑕瑾 であるから、 小勢で は あるが 独立して 一 手 

の 軍 をしたい と 主張した。 もし 望みが 叶わなければ、 

本国に 引き返 さんと 云った。 信 長、 左様に 印せられる 



のなら、 朝 倉 勢 を 引き受けて 貰いたい。 尤も 北国の 大 

敵に 向わせられ るに は、 御 勢ば かりで は、 あまりに 小 

人数で ある。 信 長の 勢から、 誰か 撰んで くれと 云った。 

と、 家康 は、 自分 は 小国で 小勢 を 使い 習って いるから、 

大勢 は 使えない し、 心 を 知らぬ 人 を 下知す るの も 気 苦 

労 だから、 自勢 だけで 沢山 だと 云った。 信 長 重ねて、 

朝 倉と 云う 北国の 大軍 を家康 だけに 委した とあって は、 

あざけ 

信 長が 天下の 嘲り を 招く ことになるから、 義理に で 

もい いから 誰か を 使って くれと、 ひたすら 勧めた ので、 

然 らば 是非に 及ばず、 稲葉 伊予 守貞通 (通 朝、 良 通な 

どと も 云う) を かして くれと 云った。 織 田の 勢より、 



兵に て 一方の 役に立った とも 覚えず、 自分の 勲功 を 御 

賞め になるな ど、 身び いきと 云う もので、 三 河の 人の 

思わむ こと も 恥し」 と。 自分の 勲功 を 謙遜し、 家康勢 

を 賞め 上げるな ど、 外交 手段 を 心得た なかなかの 曲者 

である。 

浅 井 朝 倉の 陣容 は、 次ぎの 通り だ。 

浅 井 勢 

浅 井 長 政 (二十 六 歳) 

—— 三十 九 万 石、 兵数 約 一万 —— 

かずまさ 

第 一陣 磯野 員昌 (兵 千 五 百) 



第二 陣 浅 井 政 澄 (兵 千) 

あかん 

第三 陣 阿 閑 貞秀 (兵 千) 

第四陣 新庄 直 頼 (兵 千) 

本陣 長 政 (兵 三千 五 百) 

朝 倉 勢 (朝 倉 義景) 

—— 八十 七 万 石、 兵数 二 万、 姉 川に 来りし もの 一 

万 —— 

第 一 陣 朝 倉 景紀 (兵 三千) 

第二 陣 前 波 新八郎 (兵 三千) 

本陣 朝 倉 景健 (兵 四千) 



に 許されし ものながら、 先年 久 政の 勘当 をう けて 小 

谷 を 追 出され、 濃 州に 立 越え 稲葉 伊予 守に 所 縁 ある 

を 以て 暫時 かくま はれて 居たり しかば、 信 長の 

軍 立 を 能々 見知りて ありけ るが、 今度 織 田 徳川矛 

盾に 及ぶ と、 浅 井 を 見 続がず ば t 弥 不忠 不義の 名 を 

蒙るべし とお も ひ、 稲葉に は 暇 乞 もせず、 ひそかに 

小 谷へ 帰り、 赤 尾 美 作 守、 中島 日向 守に 就て 勘当 免 

許 あらん こと を 願 ひしに、 久政 きかず。 殊に 稲葉が 

家に かくま はれし もの なれば、 いよ/ \ 疑心な きに 

あらず とて 用 ひられ ざり しかば、 両人 様々 に 証拠 を 

とりて 詫 言 申せし ゆ ゑ、 久政も 黙止し がた く、 然ら 



|ロ 長な リ、 依て 某 言 長に 向 ひ 候 ふべ し。 朝 倉 殿に は 

遠 州 勢 を 防ぎ 給 はり 候 ふべ しと 定めて 陣替の 仕度 を 

ぞ 急がれけ る。 遠 藤 喜 右衛門 尉 は、 兼て 軍の あらん 

時 敵陣へ 紛れ 入り、 信 長 を 窺 ひ 撃たん と 思 ひし かば、 

朋輩の 勇士に 談らひ 合せけ る は、 面々 明日の 軍に 打 

込の 軍 せんと 思 ふ ベ か らず、 偏に 敵陣へ 忍び入ら 

ん こと を心掛 くべ し。 然しながら 敵陣へ 忍び入り、 

冥加 有て 信 長 を 刺し 有る とも 敵陣 を遁れ 帰らん こと 

は 難 かるべし。 然 らば 今宵 限りの 参会な リ、 又此世 

の 名残りな りと 酒宴して ける を、 諸士は 偏へ に老武 

わかもの いずれ 

者が 壮士 を 励ます 為の 繰言との み 思 ひて、 何も 遠 



も、 いよいよ 手切れと なるや、 単身 敵陣に 潜入して、 

信 長 を 討たん こと を 決心す。 実に、 浅 井家 無二の 忠臣 

と 云うべき であろう。 

しかし、 今度の 戦い、 浅 井家に 取って 必死の 合戦な 

リと 思い 決死の 覚後 をした 者、 他に も いろいろ、 その 

うたのす け 

中に も、 最も あわれなる は 浅 井 雅楽 助で ある。 雅楽 助 

い つきの すけ 

の 弟 を 斎宮 助と 云う。 先年 世 良田 合戦、 御影 寺 合戦 (永 

禄 三年) 終って 間もなく、 浅 井家の 家中 寄り合い、 諸 

士の 手柄 話の 噂な どした。 その 時、 斎宫 助、 「我等が 祖 

父 大和 守、 又 兄なる 玄蕃な ど が 働き に 及ぶ もの 家中に 

はなし」 と 自慢した。 兄 雅楽 助 大いに 怒って、 かく 歴々 



多き 中に、 その 高言 は 何事 ぞと 叱りつ けた。 兄と して 

は 当然の 話で ある。 だが、 斎宮 助、 衆人の 前にて 叱責 

せらる る 事 奇怪な りと て、 それより 兄弟 永く 不和に 

なって いたが、 姉 川 合戦の 前夜、 二十 七日の 夜 亥 刻 (今 

の 十二時) ばかりに、 兄の 雅楽 助、 弟 斎宮 助の 陣 所に 

行き、 「明日 討死 を とげる 身と して 何とて 不和 を 残さん- 

今 は 遺恨 を 捨てて、 名残の 盃 せん。 父 尊 霊 を 見 度く 

ば 互いの 顔 を 見る こそよ けれ」 と、 眼と 眼 を 見 かわし 

ていたが、 やがて 酒 を 乞いて 汲み 交し、 譜代の 郎党 共 

も 呼び、 ともに 死別 生別の 杯 を 汲み 交した。 

浅 井 方の 悲壮の 決心 推して 知るべき である。 これに 



越 前の 千代 鶴と いう 鍛冶が 作り出した 太刀で 七 尺八 

寸 あつたと 云われて いる。 講釈で は 余り 幅が 広い ので、 

前方 を 見る 邪魔に ならぬ よう 窓 をつ けて あつたと 云う。 

それ は、 噓 だろう が、 重量 を 減す ため、 ところどころ 

窓が あつたか も 知れぬ。 が 一 説に 五 尺 三寸と 云う から、 

其の 方が 本当であった ろう。 だが 真 柄の 領内で、 この 

太刀 を 担げる 百姓 はたった 一 人で、 常に 家来が 四 人で 

荷った というから、 七 尺八 寸 という 方が 本当 かも 知れ 

ない。 

之に 対して 次郎 太刀と いうの もあった。 其の 方 は 六 

尺五寸 (一説に は 四 尺 三寸) あつたと 云われて いる。 



首 を 打 落した。 『太閤 記』 では、 匂 坂 兄弟が 真 柄 一 人に 

やられて いると ころに、 本 多 平 八郎忠 勝馬 をお どらせ 

馳せ 来り、 一 丈余り の 鉄の 棒 を もって、 真 柄と 決戦 三 

十 余 合、 北国 一と 聞え たる 勇士と 東国 無双と 称する 壮 

士 とが 戦い、 真 柄が 老年の 為め に、 遂に 忠 勝に 撃 たれ 

る- とに な つてい る。 

併し これ は、 勇士 真 柄の 最期 を 飾る 為め に 本 多忠勝 

の 為め に 撃 たれた ことにした のであろう。 真 柄と 忠勝 

とが、 三十 余 合 撃ち合った とすれば、 戦国時代の 一騎 

討と して、 これに 勝る メイン • ェ ヴ ェント はない わけ 

だが、 本当 は 矢張り、 匂 坂 兄弟に 撃 たれた のであろう。 



子の 十 郎直基 (隆 基と いう 本 も ある) は、 父が 撃た 

れ たと 聞く と、 せめて 父が 討死せ しと ころ を 見ば やと 

馬 を 返す 所 を、 青木 所左衛 門出で 合い、 「音に 聞え し 真 

柄 殿、 何処へ 行き 給う ぞゃ、 引返し 勝負 あれ」 と 呼び 

ければ、 「引く と は 何事 ぞ、 悪い 男の 言葉 哉。 いで もの 

見せん」 と 云う ままに、 父に 劣りし 太刀 なれ ど、 受け 

て 見よ やと、 六尺 五寸 の次郎 太刀打ち 振り、 青木の 郎 

党が 立ち塞がる を、 左右に 斬って 落す。 所左衛 門、 鎌 

繾を 打ち かけ、 直 基が 右手の 肱 を 斬って 落す。 直 基、 

今 は 之れ までと 思い けん、 尋常に 首を授 く。 

越 前 勢 一万 余騎の 中、 真 柄 父子の 勇戦と、 この 尋常 



近の 陣に 攻め かかる。 丹 波 守 自ら 繾を とって 先頭に 進 

み、 騎馬の 強者 真 先に 立って 殺到した。 

右近の 陣は 鉄砲に 打ち すくめられ 嫡子 久蔵 (十六 歳) 

を 初め 百 余人 撃 たれて、 敗走した。 二番 側え 池 田 勝 三 

郎も丹 波 守の 猛威に 討 靡 けられて 敗走した。 

『太閤 記』 によると 第三 陣の木 下 秀吉が 奮戦して 丹 波 

守 を 敗る 事に なって いるが、 之れ は秀吉 中心の 本 だか 

ら、 いつでも、 秀吉が 手柄 を 現す ように かいて ある。 

本当 は 信 長の 陣が 十三 段の 備えの 内 十 一 段まで 崩れた 

というから、 木 下 秀吉、 柴田勝 家、 森 可成の 驍 将達 

も 一 時 は 相当 やられた らしい。 一 時 は 姉 川から 十 町ば 



首 「これ は 私の 弟彦 六と 申す ものに て 候」 と 申す。 信 

長、 「さてさて 不憫の 次第な り、 汝の 心底 さぞ や」 と 同 

|E した。 

竹中久 作が 取りた る 首 を 見 すれば、 

「之れ は 紛れ もな く 喜 右衛門 尉に て 候。 喜 右衛門 尉一 

人, め を も 意見 を も 申して 候。 其の 他に は 誰 一人 久政 

に 一 言 申す もの 候わず。 浅 井の 柱石と 頼みし 者に 候」 

と 云った。 

其の後 信 長、 安養寺に、 此の 勢いに 乗って 小 谷に 押 

しょせ 一 気に 攻め 落さん と 思え ど 如何と 聞いた。 安養 

寺 笑って、 「浅 井が ために 死 を 急く 某 に 戦の 進退 を 



問わせ 給う 殿の 御意 こそ 心得ぬ が、 答えぬ の も 臆した 

る に似てい るから 答える が、 久 政に 従って 小 谷に 留守 

さむらい 

している 士 が 三千 余人 は 居る。 長 政と 共に 退却した 

たまぐ すリ 

者 も 三千 余人 は 候うべし。 其の上 兵糧、 玉 薬 は、 年来 

貯えて 乏しから ず、 半年 や 一 年 は 持ち こらえ 申すべし」 

と 答えた。 

. J の 安養寺の 答 で 、 秀吉が 小 谷 城 進撃 を 進言した に 

も 拘わらず、 一 先ず 軍 を 返した。 その後、 浅 井 は 尚 三 

年の 久しき を 保つ 事が 出来た。 或 書に、 此の 時、 秀吉 

の 策 を 用い、 直ちに 小 谷 を 攻撃したならば、 小 谷 は 一 

日 も 支える 事が 出来なかった のに、 安養寺が 舌頭に 於 
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